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日 立 懇 ★もよりの連絡先
茨 城 029-273-2785 (舞良)
東 京 042-394-0937 (谷口)
神奈川 0465-48-5327 (中村)
静 岡 0543-65-0433 (多田)
愛 知 0561-54-6222 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 )

やっぱり見えた⇒人件費の削減

ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://www.hitachikon.net
ｹｰﾀｲ http://www.hitachikon.net/i

労働相談もメールで受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

ハロー！
日立懇
です

私たちの家計に必要な費用は、年齢が40代後半から50
代前半でピークになるのが普通です。子供の教育費、住
宅取得費、老後の準備などが家計にかぶさってきます。
定期昇給は、こうした家計に必要な費用に見合ったもの
として制度化されたものです。
しかしヨーロッパの賃金は一般的に、年齢が上がって
もそれほどは上がりま
せん。それは家計に必
要な教育、住宅、医療、
年金などが、社会保障
として現金やサービス
で給付されるからです。
日本のように、社会
保障が貧弱な状態での
定期昇給の廃止は、ま
さに生活破壊をひき起
ここここここすすすすすすここここここととととととににににににななななななりりりりりりまままままますすすすすす。。。。。。

処遇制度が労使合意されても、たた
かいはまだまだこれからです。泣き寝
入りすることなく、堂々と自分たちの
要求を主張していきましょう。
①移行時の評価は、現状の賃金に対し
て調整給が出ない格付けを要求しよう。
これは労働条件の不利益変更を許さな
いもので、法的にも合理的な要求です。
②会社側の一方的な評価に惑わされな
いで、生計費に見合った賃金・格付け

を要求しよ
う。
③春闘で本
給テーブル
のアップを
要求しよう。
④経営者の給与・報
酬を公表させ、組合
員と比較して妥当な
水準か検証しよう。

日立の処遇制度改革が労使合意されてか
ら、会社説明が開始されていますが、その
中で問題がいっそう明らかになってきまし
た。日立などの成果主義賃金は、財界戦略
の先導役として、賃下げを制度化するネラ
イが見えてきました。
①高い目標で期待通りの成果をあげても、
現行の定期昇給の半分しか上がらない。
②中高年はほとんどが月数万円の調整給と
なり、成果を上げても調整給が減るだけで
賃金は上がらない。成果が上がらなければ、
降格で賃下げとなる。
③みんなが成果を上げてもトータル枠があ
るので、だれもが賃金が上がるとは限らな
い。
④青年の将来は40歳以降は、賃金が上がら
なくなり、社会保障の切り下げとあいまっ
て、まともな生活ができない状態が予想さ
れれるる。。

新年明けまして
おめでとうございます
日立懇は今年も
元気にがんばります

日立の成果主義賃金

負
け
な
い
で
労
働
者

定期昇給は生活に応じたもの

日立は現行の偽裁量勤務（Eワー
ク）から新しい法定裁量勤務（HI
ワーク）へ移行しようとしていま
す。これは労働基準法の規制が緩
和されたことに伴い、これまで法
的に問題のあったEワークを、全事
業所の全部門に適用しようとする
ものです。
法定裁量労働制は業務の内容に

よって対象者が決められるもので
あり、格付けで自動的に対象者が
決められるわけではありません。
法律ではその業務について「事業
の運営に影響を及ぼす事業計画」
と規定しています。一般的に工場
等ではマネジャークラスが該当す
ることはあっても、技師クラスが
該当することは、むしろまれであ
ると考えるべきでしょう。

日日日日日日日日日本本本本本本本本本経経経経経経経経経団団団団団団団団団連連連連連連連連連ははははははははは111111111222222222月月月月月月月月月111111111666666666日日日日日日日日日、、、、、、、、、財財財財財財財財財界界界界界界界界界ののののののののの000000000444444444春春春春春春春春春闘闘闘闘闘闘闘闘闘対対対対対対対対対
策として「経営労働政策委員会報告」を発
表し、「定期昇給の廃止・縮小、さらには
ベースダウンも労使の話し合いの対象とな
りうる」として、賃金ダウンを初めて明言
しました。そして日立など電機各社が導入
し始めている成果主義賃金の推進を求めて
います。
これに対し、日立労組の上部団体である
連合は「賃金の抑制・切り下げは間違いな
く内需を停滞させ、国内経済をさらに縮小
させる」と批判し、「賃金切り下げを絶対
に許さず、賃金カーブ確保を大前提に、格
差改善や成果配分を積極的に要求していく」
ととととししししてててていいいいまままますすすす。。。。
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経
団
連
の
春
闘
対
策



「
日
立
に
入

社
し
た
の
に
、

数
年
で
子
会
社

に
転
属
と
は
！
」

Ｉ
Ｅ
計
画
で
、

製
造
部
門
の
老

舗
工
場
が
消
え

て
行
く･･･12

月
１
日

に
会
社
よ
り
、

素
形
材
本
部

の
日
立
協
和

エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
（
株
）

へ
の
業
務
移

管
に
関
し
て

労
働
組
合
に

申
し
入
れ
が

あ
り
ま
し
た
。

旧
勝
田
工

場
は
昭
和
15

年
９
月
に
創

業
を
始
め
、

ラ
ン
ナ
ー
、

タ
ー
ビ
ン

（
電
力
の
大

元
の
素
材
）

や
、
圧
延
ロ
ー

ル
な
ど
を
生

産
し
、
日
立

の
基
盤
事
業

と
し
て
発
展

に
寄
与
し

て
来
ま
し

た
。会

社
の

説
明
に
よ

る

と

、

「
日
立
の

Ｉ
・
Ｅ
計

画
（
中
期

経
営
計
画
で
、
「
製
造
業
」
か
ら
Ｉ

Ｔ
中
心
の
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
」

へ
変
革
）
の
中
で
ど
う
生
き
延
び

る
か
苦
慮
し
た
。
日
立
金
属
へ
の

移
管
も
考
え
た
が
、
立
地
条
件
が

合
わ
ず
断
念
し
た
。
日
立
協
和
は

生
産
拠
点
も
在
る
し
、
も
と
も
と

一
諸
に
働
い
て
い
た
仲
間
な
の
で
、

こ
の
地
で
皆
さ
ん
と
共
に
再
生
し

た
い
。
よ
っ
て
、
04
年
４
月
１
日

に
日
立
協
和
エ
ン
ジ
ナ
リ
ン
グ

（
株
）
に
業
務
移
管
す
る
。
月
俸

者
は
同
日
付
で
転
属
、
非
月
俸
者

は
出
向
後
10
月
１
日
付
で
転
属
す

る
。
移
管
に
伴
う
人
員
は

間
接

員
37
名
、
直
接
員
81
名
、
月
俸
者

12
名
」
と
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
組
合
は
素
形

材
丸
ご
と
の
子
会
社
へ
の
業
務
移

管
に
は
戸
惑
い
を
示
し
な
が
ら
も
、

業
務
移
管
対
策
委
員
会
を
設
置
し

検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。
職
場
で

は
、
「
日
立
入
っ
た
の
だ
、
そ
れ

が
数
年
で
子
会
社
に
転
属
と
は
」

「
給
料
、
一
時
金
は
ど
う
な
る
」

「
退
職
金
、
年
金
、
福
利
厚
生
の

扱
い
は
」
「
日
立
協
和
の
見
通
し
、

将
来
性
は
あ
る
の
か
」
「
せ
め
て

出
向
扱
い
に
し
て
欲
し
い
」
と
い

う
声
や
、
協
和
の
労
働
者
か
ら
も

「
合
併
す
れ
ば
、
人
減
ら
し
合
理

化
や
配
置
転
換
が
あ
る
の
で
は
」

な
ど
、
両
方
の
職
場
か
ら
不
安
の

声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
管
理
職

や
中
間
職
制
も
「
夢
と
希
望
を
持

ち
、
将
来
を
日
立
に
託
し
て
が
ん

ば
っ
て
き
た
の
に
」
と
、
苦
悩
し

て
い
ま
す
。

素
形
材
の
職
場
の
将
来
に
関
る

大
事
な
こ
と
で
す
。
職
場
を
中
心

に
皆
で
じ
っ
く
り
考
え
、
労
働
組

合
と
対
策
委
員
会
で
あ
せ
ら
ず
に

ね
ば
り
強
い
交
渉
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

年
金
の
大
幅
減
額
に

〃
憤
慨
〃

企
業
年
金
が
改
定
さ
れ
、
11
月

の
退
職
者
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
導
入
時
の
労
組

の
説
明
資
料
で
は
平
均
2.5
％
の
指

標
利
率
で
モ
デ
ル
計
算
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
の
指
標
利
率
は

最
低
の
1.5
％
で
す
。
11
月
に
定
年

退
職
し
た
Ｅ
さ
ん
は
「
改
定
前
の

4.5
％
と
比
較
す
る
と
３
％
も
の
マ

イ
ナ
ス
で
月
額
２
万
２
千
円
も
の

減
額
に
な
る
。
あ
た
か
も
2.5
％
が

期
待
さ
れ
る
よ
う
な
説
明
は
ま
や

か
し
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
憤
慨

し
て
い
ま
す
。
（
中
研
）

「
余
剰
人
員
」
と
「
人
員

不
足
」
が
〃
同
時
進
行
〃

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
か
ら
買
収
し
て
発
足

し
た
Ｈ
Ｇ
Ｓ
Ｔ
（
日
立
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
ト
レ
ー
ジ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
）

は
、
2.5
イ
ン
チ
型
Ｈ
Ｄ
Ｄ
で
60
％

の
シ
ェ
ア
。
事
業
規
模
は
小
さ
い

が
将
来
需
要
が
見
込
ま
れ
る
１
イ

ン
チ
型
Ｈ
Ｄ
Ｄ
で
シ
ェ
ア
を
独
占

す
る
な
ど
、
生
産
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
製
造
拠
点
の
ほ
と

ん
ど
が
海
外
で
国
内
雇
用
の
拡
大

に
は
繋
が
ら
ず
、
更
な
る
リ
ス
ト

ラ
人
減
ら
し
計
画
が
実
行
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
日
立
製

作
所
に
残
し
た
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
（
大
容

量
記
憶
装
置
）
シ
ス
テ
ム
事
業
部

は
こ
こ
に
き
て
輸
出
向
け
受
注
生

産
の
拡
大
で
人
員
不
足
と
な
り
、

大
量
の
ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣
・
パ
ー

ト
な
ど
で
補
っ
て
い
ま
す
。

（
小
田
原
）

精
神
疾
患
の
罹
病
率
が

〃
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
〃

こ
こ
数
年
、
精
神
疾
患
の
罹
病

率
が
日
立
グ
ル
ー
プ
内
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
。
日
立
グ
ル
ー
プ
平
均
の

倍
以
上
の
罹
病
率
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
る
休
業
も
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
青
年
は
、

目
標
管
理
制
度
の
下
で
「
仕
事
が

大
変
、
い
つ
終
わ
る
か
分
か
ら
な

い
。
ウ
ツ
に
な
り
そ
う
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。
（
日
立
超
Ｌ
）

消
え
る
こ
と
の
な
い

〃
候
補
者
ポ
ス
タ
ー
〃

昨
年
か
ら
、

11
月
の
総
選

挙
、
ひ
た
ち

な
か
市
議
選
、

１
月
の
東
海

村
議
選
、
十

王
町
議
選
、

果
て
は
夏
の
参
議
院
選
挙
の
候
補

者
ま
で
、
職
場
か
ら
候
補
者
の
ポ

ス
タ
ー
が
途
切
れ
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
選
挙
の
た
び
に
紹
介
者
カ
ー

ド
の
提
出
と
動
員
の
強
制
。
参
院

選
挙
の
比
例
代
表
区
候
補
者
の
紹

介
者
カ
ー
ド
依
頼
で
は
、
「
日
本

在
住
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
」
と
。。。。。。。。。。

職
場
は
さ
な
が
ら
選
挙
事
務
所
の

よ
う
で
「
ま
っ
た
く
、
な
ん
て
こ

と
だ
！
」
の
声
（
大
み
か
）

日
立
に
右
習
え
で
〃
導
入
〃

10
月
29
日
に
会
社
か
ら
「
処
遇

制
度
・
退
職
金
・
年
金
制
度
」
に

関
す
る
申
し
入
れ
と
骨
子
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。
組
合
は
、
「
日
立

（
本
体
）
の
論
議
さ
れ
た
経
過
を

注
視
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
き

た
」
と
説
明
。
職
場
で
は
「
ど
う

せ
日
立
と
一
緒
に
４
月
か
ら
導
入

だ
ろ
」
「
本
体
よ
り
ど
の
程
度
低

く
な
る
の
か
」
と
導
入
を
前
提
に

し
た
声
。
（
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）

日
立
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ

（
Ｈ
Ｉ
Ｃ
＝
旧
土
浦
工
場
）

は
、
04
年
４
月
に
会
社
分
割

に
よ
り
冷
熱
事
業
部
門
を
日

立
空
調
シ
ス
テ
ム
に
統
合
す

る
と
発
表
し
ま
し
た
。

し
か
し
当
の
冷
熱
部
門
は

日
立
空
調
と
も
に
赤
字
の
状

態
で
す
。
ま
た
賃
金
や
労
働

条
件
も
異
な
る
（
一
時
金
は

日
立
空
調
の
方
が
１
ヶ
月
も

低
い
し
、
賃
金
５
％
カ
ッ
ト

も
日
立
空
調
だ
け
が
実
施
中
）

た
め
対
象
者
に
不
安
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
職
場
か
ら
70
件

に
も
及
ぶ
質
問
、
意
見
が
あ

り
、
そ
の
多
く
は
、
冷
熱
事

業
部
門
再
編
策
を
疑
問
視
す

る
も
の
と
将
来
へ
の
不
安
と

で
占
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

会
社
は
「
合
併
で
空
調
機

器
専
業
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、

品
揃
え
と
技
術
を
結
集
し
、

世
界
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
を

目
指
す
。

05
年
に
は
収
支
も
黒
字
化

を
計
画
し
て
い
る
」
「
賃
金

水
準
に
相
違
は
な
い
」
な
ど

と
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
職

場
で
は
そ
ん
な
言
葉
を
真
に

受
け
る
人
は
ほ
と
ん
ど
見
当

た
り
ま
せ
ん
。
「
日
立
空
調

と
合
併
し
た
途
端
に
こ
け
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
」
な
ど
、
不

安
そ
う
に
話
し
合
わ
れ
て
い

ま
す
。


